第19回　山梨社会福祉実践学会
ソーシャルワーク
実践研究発表会



　　　　　　　　　　　　

「ソーシャルワークの実践と理論をつなぐ」
講　義：『多職種・多機関の連携～全方位型アセスメント～』
　　　　　　　　　　講師　　山梨県立大学　伊藤　健次　氏
日　時：　2023年11月12日（日）13：00～17：00
方　法：　ハイブリット開催(会場・Zoom)　
会　場：　山梨県立大学飯田キャンパス　講堂
主　催：山梨社会福祉実践学会・ソーシャルワーク実践研究発表会実行委員会
　　　　（山梨県精神保健福祉士協会・一般社団法人山梨県社会福祉士会・山梨県医療ソーシャルワーカー協会）
後　援: 山梨県、一般社団法人山梨県民間病院協会、山梨県精神科病院協会、山梨県精神保健協会、
　　　　　　社会福祉法人山梨県社会福祉協議会、山梨県老人保健施設協議会、
　　　　山梨県地域包括・在宅介護支援センター協議会、一般社団法人山梨県介護福祉士会、
　　　　一般社団法人山梨県介護支援専門員協会、山梨県精神障がい者地域生活支援ネットワーク、
　　　　日本ソーシャルワーク教育学校連盟山梨県支部、社会福祉法人山梨県障害者福祉協会、
　　　　山梨日日新聞社（順不同）
参加費：　無料






大 会 日 程 表
	　　　　　　　　　　2023年11月12日（日）

	12：30
	開場・受付開始

	13：00～13：10
	開会・あいさつ

	13：10～14：40
	講義

	14：40～14：50
	休憩

	14：50～16：15
(途中10分の休憩)
	ソーシャルワーク実践研究発表5題
各演題につき　発表10分　質疑応答　5分

	16：15～16：30
	講評

	16：30
	閉会・あいさつ

	17:00
	閉場



講　義：『多職種・多機関の連携～全方位型アセスメント～』
　　　　　　　　　　　講師　　山梨県立大学　伊藤　健次　氏
＜プロフィール＞
1974年東京生まれ。日本社会事業大学卒業後、介護福祉士・社会福祉士として特別養護 老人ホーム勤務後、日本社会事業大学専門職大学院(福祉マネジメント修士(専門職)) を経て、山梨県立大学にて福祉専門職の養成教育に従事、2016年から同大准教授。学生教 育の傍ら、日本福祉大学大学院社会福祉学研究科修了(社会福祉学修士)。 福祉専門職の卒後教育にも携わり、特に力を入れてきたのは年間70ケース以上行う事例 を用いたグループスーパービジョンと地域ケア会議における個別事例検討である。 その他の社会活動:厚生労働省「科学的裏付けに基づく介護に係る検討会」構成員、文 部科学省「専修学校における先端技術利活用実証研究:VRやAR などの先端技術を利活 用した現場実践能力の高い専門的対人援助職員の効果的な養成プログラム開発に関する実 証研究事業」運営企画委員、介護福祉士国家試験実技試験委員、山梨県内自治体の地域 包括ケアアドバイザーなど。










ソーシャルワーク実践研究発表　　　　　　
《座長》
健康科学大学健康科学部人間コミュニケーション学科
田村　正人　　
[bookmark: _GoBack]　山梨県立大学人間福祉学部福祉コミュニティ学科
　久保木　智洸　

【口頭発表】(発表順未定)
　〇　介護支援専門員の減少について
　A協会主任介護支援専門員及び介護支援専門員の困難とやりがいについての意識調査から考える
居宅介護支援事業所かいこま　　髙山　理恵
〇　保育分野におけるソーシャルワークに関する研究の整理
山梨学院短期大学　保育科　　田中　結香
〇　コロナ禍前、コロナ禍における電話相談からみえてきたもの
　　　～2019年4月から6月と2022年4月から6月の比較検討～
住吉病院　医療相談室　　林　大貴 

　〇　社会資源情報を整備することの重要性　
　　　　～より良い自己決定が行えるための情報提供の工夫～
甲州リハビリテーション病院　地域包括ケア推進部地域連携課　　本間　杏佳

　〇　韮崎市の介護保険の現状について 
渡辺吉基


会場のご案内
· お体の不自由な方は事前にソーシャルワーク実践研究発表会事務局までお申し出ください。
· 駐車スペースに限りがあります。満車の場合は近隣有料駐車場をご利用ください。
· ゴミは各自お持ち帰りいただきますようお願いいたします。

	
【問い合わせ先】
　事務局　　(株)アークメディカル　アーク総合福祉プラザ　前田啓介
　住　所：〒400-0813　甲府市向町259-1
　TEL　 ：055-234-5777
　E-Mail：y.sw.jissen.kenkyu@gmail.com



